
2013年6月16日（日）
午後2時開演（開場 午後1時30分）
会場：絆の駅「石巻ニューゼ」
入場料：1,500円

絆の駅「石巻ニューゼ」
TEL：0225-98-7323
宮城県石巻市中央２丁目8-2
ホシノボックスピア 絆の駅内
Eメール：
newsee@hibishinbun.com

主催：石巻日日新聞社・絆の駅「石巻ニューゼ」
協力：石巻若宮丸漂流民の会・石巻千石船の会・
　　  東松島市図書館

語り

2013年6月16日（日）
午後2時開演（開場 午後1時30分）
会場：絆の駅「石巻ニューゼ」
入場料：1,500円（定員50名様）
※定員に達し次第、締め切ります。事前のお申込者を優先。
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大島幹雄
司会：

「我にナジェージダあり―石巻若宮丸漂流物語」著者

お問合せ・お申込み

にて好評連載中の小説「我にナジェージダあり」の世界を語りで再現！

220年前に石巻を出港、
数奇な運命を乗り越え、
世界一周して帰ってきた
漂流民たちの物語を

語るッ



　現在、石巻日日新聞で連載中の『我にナジェージダあり―石巻若宮丸漂流物語』は、いよいよ
佳境をむかえ、世界一周した津太夫ら４人が長崎にたどり着きます。
　この壮大な物語を、東京・横浜を拠点に、トークライブショーを展開している語り芸の達人、
ダメじゃん小出が、語りで再現します。ジョークや曲芸も交え、今回は、漂流してからアリューシャン
列島の小島にたどりつくまでを演じます。
　まもなくエンディングを迎える若宮丸漂流物語を、もういちどふりかえってみませんか？
　語りによって石巻若宮丸漂流民の世界をより身近に感じていただけるはずです。

　著者は、石巻市出身で横浜市在住の大島幹雄さん。
　物語の主人公は、江戸時代に日本人として初めて世界一周した石巻の千石船「若宮丸」の乗組員。
石巻から江戸に向かう途中で難破した乗組員は、半年間の漂流の後ロシアにたどり着き、遣日使節
レザーノフとともに世界一周の航海を経て帰ってきました。漂流という極限を乗り越え、異国での
生活を克服し、世界一周の旅をなし遂げた乗組員の不屈の精神を描きます。
　帰国するため乗組員5人が乗り込み、クロンシュタット港から出発した船の名前は「ナジェージダ」。
ロシア語で「希望」を意味する言葉。漂流、仲間の死、異国での慣れない生活と苦難の日々を耐えて
いた乗組員たちはいつも「希望」を心に抱いていました。
　「“希望”を失わずに、困難に立ち向かって力強く生きた庶民たちの生きざまを、大地震、大津波と
今まさに苦境に面している故郷の人たちに紹介したい」と著者の大島さん。「そしてこの物語を通して、
少しでも勇気をもらってもらいたい」と読者にメッセージを寄せています。

（2012年4月1日付 連載開始告知記事より抜粋）

日時：2013年6月16日（日）午後2時開演／会場：絆の駅「石巻ニューゼ」

語り

出演：ダメじゃん小出
あの永六輔が絶賛した語りの達人！
現在東京・横浜を拠点に、トークライブショーを展開。
昨年、石巻若宮丸漂流民の会の総会で、東松島図書館所蔵の紙芝居
「初めて世界一周した日本人 若宮丸 漂流」を演じ、大喝采を浴びる。
漂流民の歴史を入念に調査したばかりでなく、漂流民たち一人ひとり
への深い共感をにじませつつも、ギャグあり、風刺あり、アクロバット
ありの笑いに満ちた卓抜な芸で、「次はぜひ石巻で！」の声が上がり、
今回の公演が実現した。

司会：大島幹雄

●会場アクセス

絆の駅「石巻ニューゼ」

「我にナジェージダあり―石巻若宮丸漂流物語」著者
石巻市山下生まれ。60歳。
早稲田大学卒業後、海外からサーカスを招へいする興行会社に
勤務。現在もサーカスプロデューサーとして、世界のサーカスを
呼ぶ仕事に携わっている。1990年より作家活動を始め、現在
まで『海を渡ったサーカス芸人』、『シベリア漂流』など10冊の
本を出している。2000年に石巻若宮丸漂流民の会設立にか
かわり、現在まで事務局長を務めている。

絆の駅

大島 幹雄

連載中の小説

JR石巻線・仙石線石巻駅下車、駅前通りから立町通りを東に進み、
アイトピア通りと橋通りの交差点角（石巻駅から徒歩10分）

十分な駐車場はご用意できませんので、石巻復興マルシェ駐車場
などをご利用いただき、徒歩でお越しください

●電車でのアクセス

●お車でのアクセス

宮城県石巻市中央２丁目8-2 ホシノボックスピア 絆の駅内
http://www.ishinomaki-kizuna-connection.com/


